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アルナルド・ロレンサート●ブラジル最大の週刊誌
「ヴェージャ・サンパウロ」の食文化ジャーナリスト、
評論家。食習慣から多民族国家ブラジルの各文化の構
造を解読する記事で、一般読者から学術の世界まで広
く支持を集めている。映画・音楽評論家としても知ら
れている

納
豆
、と
て
も
お
い
し
い
で
す
！
」。
そ
う
い
っ
て

旅
館
の
朝
食
の
納
豆
２
パ
ッ
ク
を
一
気
に

平
ら
げ
た
。
ア
ル
ナ
ル
ド
・
ロ
レ
ン
サ
ー
ト
氏
は
、
発
行

部
数
で
世
界
第
４
位
を
誇
る
ブ
ラ
ジ
ル
「
ヴ
ェ
ー
ジ
ャ
・

サ
ン
パ
ウ
ロ
」
誌
の
食
文
化
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
。
食
を
通

し
て
背
景
に
あ
る
文
化
を
考
察
す
る
そ
の
文
章
は
学
術
的

評
価
も
高
く
、
単
な
る
記
者
の
域
を
超
え
、
食
文
化
評

論
家
と
し
て
も
注
目
を
浴
び
、
活
躍
し
て
い
る
。

こ
の
た
び
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
招
へ
い

で
来
日
し
、
日
本
を
代
表
す
る
料
理
家
や
料
亭
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
食
品
メ
ー
カ
ー
を
訪
ね
た
。
試
食
・
懇
談
中
に

は
、
一
つ
ひ
と
つ
材
料
や
調
理
法
な
ど
を
聞
き
出
し
、
日

本
食
の
奥
に
潜
む
哲
学
を
語
り
合
い
、
詳
細
に
記
録
を
採

っ
た
。
数
多
く
の
出
会
い
か
ら
貴
重
な
情
報
が
得
ら
れ
た

と
い
う
。「
私
は
本
当
に
ラ
ッ
キ
ー
だ
」
と
繰
り
返
し
話

し
て
い
た
氏
。
素
直
に
感
動
し
、
謙
虚
に
感
謝
す
る
氏
の

人
柄
が
、
こ
う
し
た
よ
い
出
会
い
を
呼
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

氏
が
最
初
に
日
本
食
と
出
会
っ
た
の
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

の
近
所
に
住
む
日
系
人
の
お
宅
。
幼
い
こ
ろ
遊
び
に
行

き
、
お
ば
あ
さ
ん
の
つ
く
る
日
本
的
な
味
覚
に
触
れ
た
。

世
界
各
地
で
日
本
食
が
ブ
ー
ム
と
な
り
愛
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
今
日
、
そ
の
土
地
の
味
覚
に
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た

日
本
風
の
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場
し
て
い
る
。
し
か
し
、
今
回

の
来
日
で
「
日
本
食
が
い
か
に
季
節
感
と
素
材
を
大
切
に

し
、
味
だ
け
で
は
な
く
環
境
ま
で
も
卓
上
に
表
現
し
よ
う

と
し
て
い
る
か
」
を
目
の
当
た
り
に
し
た
氏
は
、「
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
も
つ
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
力

強
く
語
っ
て
く
れ
た
。

（
大
川
靜
）

撮影：高木厚子

P e r s o n Arnaldo Lorençato
アルナルド・ロレンサート

食文化ジャーナリストが見た
日本食のいま

千葉県野田市の江戸川沿いにあるキッコーマンの御用蔵
（御用醤油醸造所）にて。御用蔵は1939年3月に建てら
れたもので、宮内庁に納める醤油を造り、江戸時代か
ら続く伝統的な醸造技術と設備を保存している。選り
すぐった国産の丸大豆と小麦だけを使い、木桶で1年
間じっくりと熟成させる文字通りの天然醸造である

アルナルド・ロレンサート氏による日本の食文化の取材記が19ページに掲載されています。
なお、御用蔵は一般には公開されておらず、今回、キッコーマン（株）より特別に見学を許
可いただきました。外観は江戸川沿いの堤防からご覧になれます。
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